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研究内容 

 

胎生期から乳幼児期に至るまでの神経細胞の遊走と分化、シナプス形成などに重要な役割を果たしている甲状

腺ホルモンは、早産児の場合、正期産児とは異なった分泌動態を示します。この意義を明らかにすることは、早産児

の神経発達予後の改善に寄与できる可能性があると考えて研究を行なっています。 

もう１つの研究テーマは、新生児の非侵襲的呼吸管理です。様々な種類がある非侵襲的呼吸管理を適切に実

施するためのエビデンスを蓄積するための多施設共同研究を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Uchiyama A, et al. Pediatrics. 2020; 146: e20201101.より抜粋） 
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